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成功 試投 成功 試投 成功 試投 OR DR TOT
0 * 1 1 0 1 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0
20 * 3 9 3 5 0 0 3 1 3 4 1 2 0 1
21 * 0 1 2 5 2 2 3 1 3 4 2 6 0 1
22 * 0 0 11 18 1 2 4 5 1 6 0 3 0 0
33 * 0 0 4 9 0 0 1 8 10 18 0 1 1 0
3 0 0 1 3 5 3 3 3 0 0 0 2 7 3 0
10 0 0 1 2 2 0 0 2 2 2 4 0 0 0 0
14 0 2 8 7 14 3 4 3 0 1 1 0 2 0 0
28 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
29 0 0 0 1 1 0 0 2 0 0 0 0 0 0 0

0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -
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成功 試投 成功 試投 成功 試投 OR DR TOT
5 * 0 0 2 4 0 1 0 0 3 3 0 2 0 0
6 * 0 1 2 5 2 4 4 0 2 2 3 2 0 0
7 * 0 1 0 1 0 0 1 0 2 2 1 2 1 0
16 * 2 2 6 11 5 7 0 2 3 5 2 2 0 1
24 * 1 4 4 6 2 4 1 2 1 3 4 0 0 0
9 0 3 3 0 0 0 0 1 0 3 3 3 5 0 0
13 0 2 3 1 5 0 0 1 1 1 2 0 0 1 0
19 0 0 2 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
20 0 1 7 3 6 1 1 1 1 0 1 0 4 1 0
23 0 0 1 2 3 0 0 1 0 1 1 1 0 0 0
30 0 0 0 0 0 0 0 3 3 4 7 1 0 0 0

0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -
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大阪経済大学
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№

コ ー ト
勝ち点　4 勝ち点　2試 合 ＮＯ219

93 77

敗チーム

びわこ成蹊ｽﾎﾟｰﾂ大学

男子

戦評
【総括】
前回の試合で大阪体育大学を倒し勢いに乗るびわこ成蹊ｽﾎﾟｰﾂ大学と、今年こそ一部昇格！と気合充分の大阪経
済大学とのカードとなった。前半は大経大の激しいディフェンスに圧倒され、びわこは大いに苦しんだ。後半、びわこ
がリバウンド、ルーズボールなどの球際で強さを取り戻し、そこからのオフェンスで追い上げるも、前半の点差が響き、
大経大が勝利した。
【第1ピリオド】
序盤、大経大は、#00篠原が起点となりアウトサイドからのシュートや、激しいディフェンスからの速攻、#22星川、#33
重本などの強力センター陣がインサイドを支配し、こぼれたボールをことごとく奪い取った。一方びわこは、厳しいディ
フェンスに当たられながらも#6冨岡が鋭いドライブからアウトサイドシュートを演出したり、自らも得点に絡むシーンが
多く見られた。中盤、びわこはオフェンスに緩急をつけ、激しいディフェンスからボールを奪い速攻やゆっくりハーフ
コートで攻めるなど主導権を握ろうと試みた。しかし大経大のリバウンド、ルーズボールなどの球際の強さが露呈さ
れ、大経大が大きくリードした。
【第2ピリオド】
第2ピリオドが始まると、びわこはカッティングを増やし、キレのあるランニングバスケへと切り替え、ディフェンス面で
はゾーンを構えることにより、大経大の強力なインサイドを封じ込めようとした。しかし、大経大はここで#14橋本の3P
シュートが輝いた。2本連続でリングに沈め、びわこのディフェンス意識に亀裂を入れた。だが、びわこは折れず、ここ
でもポイントガードの#6冨岡を中心にアグレッシブなオフェンスでラン、アウトサイドシュートなどで点差を一気に縮め
た。終盤、再び大経大のディフェンスが激しくなり、びわこにとっては厳しい展開となった。終わってみれば、18点差と
大きくひらいてしまった。
【第3ピリオド】
後半が始まると、びわこは前半と大きく変わり、堅実にディフェンスリバウンドを重ねた。そして、#9部屋の連続3P
シュートや速攻からバスケットカウントなどにより、前半あった大きなリードが10点差までに詰まった。ここで大経大はた
まらずタイムアウトを要求し、流れをなんとか食い止めた。タイムアウト以降、CAP#22星川のインサイドプレイやジャン
プシュート、#14橋本の外角シュートなどで流れを掴み返した。一度縮んだ点差であったが、大経大の主力メンバー
によって元通りになってしまった。
【第4ピリオド】
　最終ピリオドの出だしで#21三枝のジャンプシュートと#3杉谷のドライブからのバスケットカウントで一気に20点差をつ
けた。びわこは再びゾーンディフェンスを構えるも、今大会絶好調の#14橋本が外角からことごとくシュートを沈めた。
しかし前試合、大体大に勝っているだけあり、びわこは粘り強さをみせ、再び10点差まで地道に追いついた。しかし大
経大は第3ピリオド同様、タイムアウトで流れを断ち、#20五島の連続得点で点差をつけた。このまま点差を守り抜き、
大経大の勝利となった。

主審

関西学生バスケットボール連盟

礒谷　隼也(甲南大)戦評内田　祥平 副審 木村　健太郎

記録

２部リーグ戦 勝チーム

試 合 日 2014.09.07
大阪経済大学開始時間 14:30

会　　場 大阪教育大学体育館

五島 聖也 15 28

星川 貴 23 28

Ｓ 選　手　名
ＦＴ

MIN

篠原 敏希 3 9

AS ST BSTOPTS
３Ｐ ２Ｐ

0 - -

9 29

三枝 皐 6 32

0 -

0 -
-

大原 俊祐 0 2

重本 和毅 8 30
杉谷 龍也

-

中田 雄 2 6

志方 恵一 4 8
橋本 卓哉 23 26

-
0 - -

合　　　計 93

0 -

200
RATE 27.3% 55.0% 81.8%

びわこ成蹊ｽﾎﾟｰﾂ大学

№ Ｓ 選　手　名 ２Ｐ ＦＴ ＦPTS

Team / Coach: 鳥　和成

福原 弦 4 15

ST MINTO AS

部屋 翔大 9

辻本 龍太朗 23
西尾 優希 0

REBOUND３Ｐ BS

冨岡 大晃 6 32

19

RATE 37.5%

-

0

47.6% 58.8%
200

石橋 知裕

保科 淳平 8 14

石田 浩平 4 11

田渕 悠人 0 8
高石 康平 10 21

2014年度関西学生ﾊ ﾞ ｽ ｹ ｯ ﾄ ﾎ ﾞ ｰ ﾙ ﾘ ｰ ｸ ﾞ戦

Team / Coach: 中村 友亮 -
合　　　計 77

0 -
0 - -

19
-

0 - -
0 -

28
中村 洋紀 13 17

14


